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区内経済の
活性化をめざします
「ふるさと足立て……賃おう 麺n1㎜| 圃皿||

区内経済を活性化し、産業を盛んにすることにより、「活
力ある足立」を実現するため、「足立区経済活性化基本条例」
( 以下 「条例」) と「足立区地域経済活性化基本計画」( 以
下「計画」)を策定しました。また、農業分野の個別計画と
しての「あだち都市農業振興プラン」( 以下 「プラン」) も
策定しました。

問
先

》条例・計画について…産業政策課管理係S3880 ―5182

》プランについて…産業振興課農業係03880- 5866

足立区経済活性化基本条例
～区民・事業者・区の三者による地域経済活性化へ～

基本的な考え方
事業者と区に加え、消費者である区民の視点

も重視し、三者が協力して、区内経済の活性化
を図ります

条例は、これまでの「足立区
産業振興基本条例」を全部改正
して制定しました。
基本理念のもと、基本方針な

どを定めると共に、区内経済を
発展させる事業を進めるため
に、新たに区長の附属機関とし
て「足立区経済活性化会議」を
設置し ます。
今後、この条例を基に、様々

な計画や事業を行ってい きま
す。

協働による
経済の活性化
産業の振興

区民
■ 区 民 の 責 務

・自らの安心・安全のために自立的に行
動できる消費者になる

・消費活動が経済の活性化につながるこ
とを理解する

・事業者・区と協働する
・区の施策に協力する
・就業意識・職業能力を高める

区

■ 区 の 責 務

・基本計画を策定する
・区民・事業者との協力関
係を構築する

・計画の策定・実施には、
小規模企業者の特性に配
慮する

・財政措置を図る

事業者

■ 事 業 者 の 責 務

・事業への自主的努力をする
・消費者へ安心な商品やサービ
スを提供する

・区民・区と協働する
・区の施策に協力する
・商店街への加入、費用負担な
どにより、相互に協力する

あだち都市農業振興プラン
農業振興プランは、区の農業を発展さ

せるための指針となる、「農業振興の基本
構想」です。
・ 基本目標
農業を産業として、また農地を含め地

域の貴重な資源として維持発展させるた
め、農業者の自主的な努力をもとに、活
力と魅力ある農業経営が継続できる指針
づくりと条件整備を進めます。
また、区民、農業者などの役割と責任

を明確にし、それぞれが協働して地域に
培われた農業の振興をめざします。
・ 農業振興の基本となる3 つの視点
次の3 つの施策を進めます。

レ都市と調和した持続性ある農業
レ活力と魅力ある農業 、

にレ地域と共生し協働して育む農業

足立区地域経済活性化基本計画
・ 「力強い足立区」への道筋を示します
計画では、「足立区基本構想」の基本理

念である「力強い足立区」の実現に向け、
区内経済の活性化と産業振興の基本的な
方向を明らかにし、その指針を示します。
・ 計画の基本的な考え方

事業者の自主的努力が、最大の効果を
生み出すような指針づくりと条件整備を
行います。事業者、区民、区がそれぞれ
の役割を明確にし、互いに協働して区内
経済の活性化と産業振興をめざします。
・ 経済変化に即して柔軟に事業を行いま

す
経済変化に対応した柔軟な施策を行う

ため、基本計画を基に、毎年度行動計画
を策定し、行動計画に基づいて実際の事

業を行います。
・ 重点的に取り組むこと
[〉創業・新分野進出の促進…創業前から
経営を軌道に乗せるまでの総合的な支
援策を展開します( 経営ノウハウの提
供、資金支援、情報の提供など)
[〉雇用の促進… 協働による若者への職業
観教育の推進と能力アップの支援、雇
用の創出を図ります( 仕事へのやる気
を育てる、仕事に就く能力を高める、
仕事の紹介など)
[〉観光の振興… 区の魅力を高める観光資
源の充実と活用、PR を進めます( 観
光資源の掘り起こしと創出、企業との
連携、観光案内の整備など)

◆ パブリックコメント・区政
モニターアンケートの反映◆

条例や計画を策定するために、パブリック
コメントを行い、様々な意見をいただきまし
た。また、区政モニターアンケートでは、消

費者の役割についての意見をいただきまし
た。情報提供のあり方や創業の重要性などの
面で、いただいた意見を計画に反映しました。
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「
行
政
評
価

」

新
年
度
に
入
り
、
新
し
い
基
本
計

画
に
基
づ
い
た
「
活
力
と
安
心
で
魅

力
あ
る
ま
ち
を
創
る
予
算
」
の
執
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
基
本
計
画
と
行
政

評
価
を
一
体
化
し
ま
す
。
区
の
施
策

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
そ
の

効
果
や
達
成
度
を
、
成
果
指
標
(
測

る
物
差
し
)
に
よ
っ
て
検
証
し
、
基

本
計
画
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

区
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お

預
か
り
し
た
税
金
な
ど
を
、
1
円
の

無
駄
も
出
さ
な
い
よ
う

、
効
率
的
、

効
果
的
、
計
画
的
に
支
出
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。

事
業
計
画
を
作
る
時
点
か
ら
、
そ

れ
を
実
行
す
る
段
階
に
お
い
て
も
、

絶
え
ず
注
視
し
、
次
の
計
画
立
案
や

事
業
の
改
善
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
一

連
の
過
程
を
確
立
す
る
こ
と
で
。

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を

生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
は
区
民
の
皆

さ
ん
に
行
っ
て
い
た
だ
く
の
が
本
来

で
す
。
そ
こ
で
区
民
の
皆
さ
ん
と
有

識
者
で
構
成
す
る
「
区
民
評
価
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。こ

の
評
価
と
併
せ
、
区
議
会
や
監

査
委
員
の
評
価
な
ど
を
総
合
し
て
、

次
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
ま
す
。
評

価
の
結
果
は
公
開
し
て
、
区
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、
協
働
の

基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

区
政
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
あ
な
た
も
区

政
に
参
画
し
、
共
に
よ
り
良
い
区
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

足
金
k
碁
木
樢
午

世帯と人口 ( 17年4 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 295, 123 人口: 645, 198 人( 男: 325, 315 人, 女319, 883 人)
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4 月26 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

S3880- 5111( 代)
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こ
ど
も
の
日
は
し
ょ
う
ぶ
湯
へ

日
時
=
5
月
5
日
㈱

※
時
間
は
、

各
銭
湯
の
営
業
時
間

場
所
=
区
内

の
各
銭
湯

費
用
H
▽
6
5歳
以
上
・
:
2
0
0

円

▽
小
学
生
:
5
0
円

▽
6
歳

未
満
…
無
料

▽
そ
の
他
は
通
常
料

金
(
中
学
生
3
0
0円
、大
人
4
0
0円)

申

込
=
当
日
、番
台
・
フ
ロ
ン
ト
で
年

齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い

※
証
明
書

な
ど
は
不
要

問
先
=
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

幼
児
グ
ル
ー
プ
「
じ
ゃ
ん

け
ん
ぽ
ん
」仲
間
募
集

日
時
=
5
月
～
1
8
年
2
月
の
毎
月
第

4
火
曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
H
時

3
0分

対
象
=
I
歳
6
ヵ
月
～
3
歳

未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者

内
容
=

お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
す

る
親
子
遊
び
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
子

育
て
情
報
の
交
換
を
と
お
し
て
、
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
す

定
員
=
2
5
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
―
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

中
央
本
町
赤
ち
ゃ
ん
広
場

～
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談
～

日
時
=
5
月
1
0
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
(
受
け
付
け
は
、
午
後
1

時
1
5
分
～
1
時
2
5
分
)
※
以
降
毎

月
1
回
開
催

対
象
=
4
ヵ
月
健
診

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
H

赤
ち
ゃ
ん
の
身
長
・
体
重
測
定
/

保
護
者
同
士
の
情
報
交
換
ほ
か

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

5
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
H
5
月
2
1
日
出
、
午
後
3
時
～

5
時

場
所
=

足
立
区
医
師
会
館

(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

対
象
=

各
予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子

ど
も

内
容
=
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

三
種
混
合
、
二
種
混
合
、
日
本
脳
炎

申
込
―
母
子
手
帳
、
予
防
接
種
予
診

票
を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴
で
直

接
会
場
へ

問
先
=
健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の

2
～
4
月
分
を
、
届
け
出
た
預
金
口

座
に
5
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
※
3
ヵ
月
以
上
の
入
院
、
施

設
入
所
を
し
た
場
合
は
、
受
給
資
格

が
無
く
な
る
の
で
、
必
ず
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

問
先
=
障
害
給
付
係

「
ゆ
～
ゆ
～
湯
」
入
浴
証
と

高
齢
者
入
浴
券
交
付
申
請
書

「
ゆ
～
ゆ
～
湯
」
入
浴
証
と
、
高

齢
者
入
浴
券
交
付
申
請
書
を
印
刷
し

た
(
ガ
キ
を
、
4
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

S
「
ゆ
～
ゆ
～
湯
」
入
浴
証

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
に
、
区

内
の
公
衆
浴
場
に
入
浴
証
を
持
参
す

る
と
、
一
回
1
0
0円
で
入
浴
で
き
ま

す
。

・
高
齢
者
入
浴
券

交
付
枚
数
H
5

枚

申
込
H
郵
送
し

た
(

ガ
キ
か
ら
申
請
書
を
切
り
離

し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
U
5

月
3
1日
消
印
有
効

申
先
=
▽
郵
送

…
在
宅
支
援
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

▽
持
参
・
:

区
内
の
各
銭
湯い

ず
れ
も

対
象
1
4
月
1
日
現
在
、
7
0歳
以
上

の
方

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
、
寝
た
き
り
で
利
用
で
き
な
い

な
ど
の
方
を
除
く

問
先
―
在
宅
支

援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
5
月
1
0
日
㈹
・
1
7
日
㈹

・
:
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿

町
3
7
-
6
)
▽
5
月
1
3
日
面
・
2
7

日
宇
:
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
受
付

=
午
前
9
時
～
午
後
3
時
1
0
分
対

象
=
7
3
歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

定
員
=
各
日
4
8人
(
先
着
順
)

申

込
―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
障

害
福
祉
計
画
係

日
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
方
へ

日
時
=
5
月
2
5
日
㈲
・
6
月
2
2
日

㈲
・
7
月
2
7
日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
対
象
=
お
酒
を

や
め
た
い
方
、
や
め
さ
せ
た
い
家
族

の
方

内
容
=
専
門
医
を
交
え
、
グ

ル
ー
プ
で
お
酒
に
つ
い
て
考
え
ま
す

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
H
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
2

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表2 アレルギー予防教室日程等
5月の献血

受付時に本人を確認できるもの( 運転免許証や保険
証など) を提示してください( 16 年10月1 日から、献
血者の本人確認が全国で義務付けられました) 。

5 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。 〈健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
5
月
の
予
定

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

相
談
案
内

※
い
ず
れ
も
日
時
は
、
祝
日
を

除
き
ま
す

・
障
害
が
あ
る
方
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
の
相
談

日
時
n
▽
毎
週
月
・
水
・
金
・
土
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▽
毎

週
火
・
木
曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後

8
時
内
容
=
心
身
に
障
害
の
あ
る

方
の
様
々
な
相
談
/
き
こ
え
の
相
談

/
障
害
当
事
者
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
※
き
こ
え
の
相
談
と
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前

に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
u
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
自
立
生
活
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3

『

・
心
身
に
障
害
が
あ
る
方
が
働
く
た

め
の
相
談
(
要
予
約
)

日
時
n
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
内
容
u
就
労
を

希
望
す
る
方
の
相
談
/
現
在
働
い
て

い
る
方
が
働
き
続
け
る
た
め
の
相
談

場
・
申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ

土
雇
用
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
3
　
　
　

脇
(
5
6
8
1
)
0
1
3
8

・
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
の
相

談日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
対
象
=
乳
幼
児
～

小
学
生

内
容
―
発
達
に
心
配
の

あ
る
子
ど
も
(
言
葉
が
遅
れ
て
い

る
、
友
達
と
遊
べ
な
い
、
落
ち
着
き

が
な
い
、
聴
力
に
心
配
が
あ
る
な

ど
)
の
相
談

※
ま
ず
は
電
話
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
関
係
機

関
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

場
・

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
幼

児
発
達
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
6
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
{
a

5
～
7
月
の
障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
障
害
者

相
談
員
が
、
障
害
の
あ
る
方
ま
た
は

そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
等
=
表
1

場
所
=
竹
の
塚
障

害
福
祉
館

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
n
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表1 障害別福祉相談日程等
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消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
∝
程
度
の
採
血
で
済
む
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
・

内
容
等
U
表
3
(
②
X
線
撮
影
法
胃

が
ん
検
診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)
対
象
U

3
5
歳
以
上
の
区
民
(
1
年
度
I
回
の

み
)
※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の

病
気
で
治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
で
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は

除
く
。
じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影

法
の
み
可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸

が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も
可
定
員

=
5
0
～
8
0
人
※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
I
(

ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
表
3
か
ら
胃
が
ん
検
診

名
(
①
血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の

い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、
検
診
日
、

受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必

着
。
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日

(
6
月
を
希
望
す
る
場
合
、
5
月
1
3

日
必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
5
月
3
1

日
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0

・
0
0
1
1

中
央
本
町
1
-
5
-
3

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表3 消化器がん検診日程
①血液検査( ペプシノゲン法) 十検便

②X 線撮影十検便

☆印の日程は午後、それ以外は午前に行います

・パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会

日
程
等
=
5
月
2
5日
叩
6

月
2
3日

㈲
・
7
月
2
7日
㈲
・
9
月
2
2日
㈲
・
1
0

月
2
6日
㈲
・
H
月
2
4日
㈲
・
1
2月

2
1
日
㈲
・
1
月
2
6
日
㈲
・
2
月
2
3
日

㈲
・
3
月
2
2
日
㈲
※
い
ず
れ
も
時

間
は
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
対
象

=
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
方
と
そ
の
家

族

内
容
=
学
習
、
情
報
交
換
、
ミ

ニ
講
習
会
な
ど
を
と
お
し
て
の
交
流

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

乳
が
ん
手
術
後
、間

も
な
い
方
の
交
流
会

日
時
1
5
月
1
2日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住

で
、
乳
が
ん
手
術
後
間
も
な
い
方

※
術
後
期
間
は
問
い
ま
せ
ん

内
容
=

乳
が
ん
手
術
後
、
不
安
な
気
持
ち

を
体
験
者
同
士
で
語
り
合
い
、
情
報

交
換
や
交
流
を
し
ま
す

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
U
千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
区
食
品
衛
生
監
視
指
導

計
画
を
作
成
し
ま
し
た

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
も

と
に
、
1
7年
度
区
食
品
衛
生
監
視
指

導
計

画

を
作
成

し

ま
し

た

。
区

は

、

区
民

の
皆

さ

ん

の
健
康

推
進
を

図

る

た

め

、
こ

の
計
画

に
基

づ

い
て

食
品

の
安

全
性

の
確
保

に
努

め
ま
す

。

計

画

は
食
品

保

健
係

で
配
付

す

る

ほ

か

、
区

・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

で
も

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

問

先
=

食

品

保

健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

刪
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i
t
o
k
y
o
j
p
/

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
食
品
・
水
な
ど

の
検
査
を
受
け
付
け
ま
す

住
宅
の
建
材
や
家
具
、
防
虫
剤
な

ど
か
ら
放
散
さ
れ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
、
ト
ル
エ
ン
な
ど
の
化
学
物
質

が
原
因
で
、
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、

頭
痛
が
す
る
、
気
分
が
悪
く
な
る
な

ど
の
症
状
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
は
「
シ
ッ
ク
「
ウ
ス
症

候
群
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
予
防

の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
窓
を
開
け

て
室
内
の
換
気
に
心
が
け
、
新
築
・

改
築
時
に
は
化
学
物
質
の
放
散
量
の

少
な
い
建
材
や
家
具
な
ど
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

区
で
は
、
シ
ッ
ク
(
ウ
ス
症
候
群

の
原
因
物
質
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

検
査
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
食
品
添
加
物
の
保

存
料
と
着
色
料
の
検
査
も
開
始
し
ま

し
た
。
食
品
製
造
業
者
の
方
な
ど

は
、
製
品
チ
ェ
ッ
ク
に
も
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
内
容
等
=
表
4

申

込
=
電
話

国
民
生
活
基
礎
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

5
月
中
旬
か
ら
、「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
す
べ
て
の
方
が
明
る
く
豊
か
に

暮
ら
す
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
年
金
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
や

健
康
の
実
態
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
調
査
地
域
U
大

谷
m
三
丁
目
/
六
木
三
丁
目
/
保
木

問
四
丁
目
/
南
花
畑
四
丁
目
/
中
央

本
町
二
丁
目
/
千
住
龍
田
町
/
大
谷

田
二
丁
目
の
各
々
一
部
地
域

※
調

査
対
象
世
帯
に
は
、
5
月
中
に
調
査

員
が
調
査
票
を
配
り
ま
す
。
6
月
2

日
以
降
に
再
度
訪
問
し
、
調
査
項
目

に
つ
い
て
聞
い
た
上
で
、
調
査
票
を

回
収
し
ま
す

問
先
=
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

表5 保體総合センター一覧 表4 主な検査項目および料金一覧( 抜粋)

※ 検査項目は一例です。実際に検査する項目によって料 金は変わります

在宅介護支援センター 5月の家族介護者教室

※ 「申込= 」の記載が無いものは、当日直接会場へ

宿泊施 設イ ンフォメーション
・ フ月分の利用案内
各施設の利用できる時間等= 表7 ※ 申し込み方
法など、くわしくは4 月に各戸配付した私の便利
帳( リブイン) の11ページをご覧ください。以前
の申し込みハガキ( 未使用のもの) をお持ちの方
は、公社各窓口で現品と引き換えに払い戻します。
印鑑を持参してください( スタンプ印不可)
E〉宿泊に閧するお問い合わせ… 各施設予約電話へ
( 表7)

レ団体利用のお問い合わせ… 区民課調整係
S3880 ―5855

表7 各施設利用案内( 7 月利用分)

※ 利 用申し込みは2 人以上。1施設に対して、1グループにつ
きハガキ1 枚でお願いします

※ 日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用で
きる日も学校などが利用するため、空室が少ない場合があり
ます。< わしくは、各施設にお問い合わせください

休
日
応
急
診
療
所
の
案
内

日
曜
、
祝
日
に
休
日
応
急
診
療
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
(
表
6
)
。

休
日
応
急
診
療
所
は
、
発
熱
や
腹

痛
な
ど
で
急
を
要
す
る
場
合
に
利
用

で
き
ま
す
。

・
夜
間
休
日
診
療
機
関
案
内
な
ど

医
療
機
関
案
内
「
ひ
ま
わ
り
」
(東

京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
古

啻
(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、
感
染
症
発
生
な
ど
の
緊

急
の
場
合
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
医
療

機
関
案
内
「
ひ
ま
わ
り
」
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

・
救
急
病
院
の
案
内

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

啻
(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

・
休
日
接
骨
院
当
番
所

2
面
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表6 休日応急診療所一覧

( 受診時 の注意)
・受け付け は、診療 時間終了30 分 前までに 済ませてく ださい
・正午 から 午後1 時 は昼休 みですが 、急 患の場合 はお申し出く ださい
・受診 の際 は、必 ず健康保険 証を 持参し てく ださい
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あだちを歩こ う
～区内お散歩

歴史と文化財巡り～
y, 区内に諭旨数多くの歴史奄伝

え驀遺眛や洫化財などが峯9隶
すふ琳休に, 乘自舳に控えな参考で

はご` ・いヅ夸・れ1' 飭麌探しながりJ 儺奉,
ゆ つ 征 の ん 蕈 り お 散 歩 コ ー ス

を 紹 脊 し 秉 す ご, 大゙卜, _ 。。。。。j - '
ダ

問先=[ 〉記事内容について…広報係03880- 5815　　　[
〉史跡について…郷土博物館03620 ―9393　　
レ文化財について…文化財係S3880- 5984

1 伊 興

コース
( 約85km)

コース=竹ノ塚駅西口～東岳寺～白旗塚史跡公園～毛長川～寺町～伊興遺跡公
園～伊興氷川神社(淵之宮)～保木間堀親水水路～はんの木橋～赤山街道～応現
寺～若宮八幡神社～諏訪神社～諏訪木東公園～竹ノ塚駅西口

伊興遺跡公園。公園内には、古代の
住宅を復元したものや、出土品を展
示する展示館もあります

応現寺の山門は 江戸時代初期の建
築様式が残り、区の有形文化財にな
っています

1
寺
町
の
法
受
寺
に
あ
る

牡
丹
灯
ろ
う
の
碑

哺
東
岳
寺
に
あ
る
、初
代

安
藤
広
重
の
墓

2 東渕江コース
僚瓢5km ‥・徒歩分のみ)
コース=亀有駅北口～古隅田川～円
性寺～八か村落し堀～葛西用水～大
谷田団地～常善院～柳野稲荷神社～
佐野家屋敷～旧六木村周辺(六木水の
森公園)～六木遊歩道～「六ツ木都住」
から東武バス( 有28) にて亀有駅北口

佐野家の屋敷は、周囲を幾百年も経た屋
敷林で覆われ、現在は区立公園として一
般に公開している。中には遊歩道があ
り、区民の散歩コースになっている

,都の「武蔵野の道」のコースにも
指定されている六木遊歩道から見
た垳川

,中川沿いの常善院。大きなイチョ
ウの木が目印。区の登録文化財が
多い寺でもあります

葛
西
用
水
は
、
季
節
ご
と
の
花
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
春
は
、
区

内
有
数
の
桜
の
名
所
で
す

3 江北
( 西新井) コース

( 約55km- ・徒歩分のみ)

コース=北千住駅から都バス(王45) で「小台町」～
小台の七庚申～宮城氷川神社～江北橋～五色
堤公園(首都高速と桜守)～熊木橋と江北村制定
記念碑～葦手院と北野神社～堀之内氷川神社と
不動院～糀屋氷川神社～都市農業公園(長屋門・
古民家・荒川堤五色桜碑)から東武バス(新04) で
「西新井車庫」～西新井大師～大師前駅

,都市農業公園は、四季折々の花
や長屋門・古民家があり、区民
の憩いの場となっています

一
区
内
最
古
の
現
役
の
橋
、
熊
木
橋
の
唇
ぼ

に
あ
る
石
碑
。
江
北
大
師
道
の
始
点
と
柳

さ
れ
て
い
ま
す

k薬王院の参道にある石碑。薬王院
は荒綾八十八ヵ所の一つ。隣には
北野神社があります

`
住
宅
街
と
土
手
の
境
に
あ
る
　

小
台
の
七
庚
申
。
江
戸
時
代

の
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す

4 千住コース
( 約65km)

コース=北千住駅西口～長円寺(めやみ地蔵尊)～氷川神社～名倉医院～(荒
川・学びピア21) ～大黒湯～旧NTT千住～大正記念道碑～千住スポーツ公園～
橋戸稲荷～大橋公園・千住大橋(奥の細道出発地)～芭蕉像～千住宿歴史プ

チテラス～稲荷神社～源長寺～問屋場・貫目改所跡～森鴎外旧宅跡～勝専寺　
(赤門寺)～本陣跡～北千住駅西口

,通りの完成を記念して
建てられた大正記念道
碑。撰文は森鴎外

; 47ご皿
、森鴎外旧宅跡の碑は、都
税事務所の角

・、長円寺の門に架かる「月松山」
の文字は、千住にあった寺子屋
の校主の筆で、区の有形文化財

問
屋
場
、
貫
目
改
所
跡
の
碑
。
商
店

街
の
一
角
で
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す

※ 地図は大まかにコースを示したものであり、実際とは道幅などが異なる場合があります。迷いやすい道も
ありますので、実際に歩くときは、地図を別途用意することをおすすめします

あだち女性大学
日程等= 表1 場所= エ ル・ソフィア 対象= 区内在住・
在勤・在学の女性 定員=40 人( 抽選) 費用= 資料代など
が掛かる場合のみ実費 申込= 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話・ファクス、E メ ールアドレス、応募の動機。
「あだち女性大学希望」を明記 ※ 保育あり( 6 ヵ月以上
就学前、15人。申し込み多数の場合は抽選) 。希望する方は、
子どもの名前( フリガ ナ) 、性別、生年月日も明記 期限=5
月23日消印有効 申・問先= 男女参画プラザ 〒123- 0851
梅田7- 33- 1S38805222

表117 年度あだち女性大学日程一覧

※ いずれも木曜日、午前10時～正午

郵便などを利用して投票
できます
身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険被保険者証を

お持ちの方で、投票所へ行くことが困難な方のために、郵
便などにより自宅で投票できる制度があります。投票をす
るためには、事前に「郵便等投票証明書」の交付を受けて
おく必要があります。 対象= 表2 のいずれかに該当し、
自分で字が書ける方 ※ 表2 に該当し、かつ、表3 のいずれ
かに該当する方は、自分で字が書けなくても、代理人によ
り投票できる制度があります。該当する方は早めにお問い
合わせください 問先= 選挙管理委員会B3880- 5581

表2 郵便等投票の対象となる障害等

表3 郵便等投票で代理記載可能となる障害
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く
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情
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定員に先着順
とあるものは
4 月26 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ
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4
月
2
9日
、
こ
ど
も
科
学
館

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

3
月
末
か
ら
休
室
し
て
い
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
を
再
開
し
ま

す
。
使
用
料
―
子
ど
も
1
時
間
1
0
0

円
、
大
人
1
時
間
2
0
0
円

※
5
月
5

日
ま
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
様

々
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。
5

月
2
日
は
休
室

問
先
H
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

3
R
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
3

R
の
す
ゝ
め
」
配
付
中

限
り
あ
る
資
源
を
少
し
で
も
有
効

に
、長
く
使
う
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
。

し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
経
費
が
掛

か
り
「
万
能
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
リ
サ

イ
ク
ル
で
は
環
境
に
負
荷
が
掛
か
り

過
ぎ
、
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
日
か
ら
「
3
つ
の
R
　
(

リ
デ
ュ
ー
ス
ー
リ
ユ
ー
ス

ー
リ
サ

イ
ク
ル
)
」
を
意
識
し
た
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
ょ
う
。
3
R
実
践
の
お
手

伝
い
と
し
て
、
3
R

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
3
R

の
す
ゝ
め
」
を
発
行
し
、
区

民
事
務
所
、
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
配
付
中
で
す
。
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
=
普
及
啓
発
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

市
民
団
体
の
悩
み
に
答
え
ま
す

「
N
P
O

専
門
相
談
」

利
用
日
時
=
毎
週
火
曜
～
土
曜
日
の

午
後
3
時
～
8
時
(
祝
日
は
除
く
)

相
談
時
間
=
約
1
時
間

利
用
回
数
n
l

団
体
に
つ
き
年
3
回
ま
で

内

容
=
税
理
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
専

門
相
談
員
に
よ
る
、
N
P
O
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民
活
動
団

体
の
設
立
や
運
営
・
会
計
な
ど
に
関

す
る
相
談

申
込
=
相
談
希
望
日
の

前
々
週
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

予
約

場
・
申
・
問
先
=
N
P
O
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

軽
減
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

低
所
得
の
方
の
介
護
保
険
料
の
軽

減
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
年
度
ご

と
に
申
請
が
必
要
な
た
め
、
該
当
す

る
方
は
毎
年
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
6
5歳
以
上
で
、
1
7年
度
本
算

定
の
介
護
保
険
料
が
次
に
該
当
す
る

方
(
見
込
み
可
)

▽
介
護
保
険
料

第
1
段
階
で
、
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
な
い
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

(第
1
段
階
B
階
層
)

▽
介
護
保

険
料
第
2
段
階
で
、
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
・
:住
民
税
非
課
税
世
帯
/

住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

な
い
/
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
/
世
帯
の
年
間
収
入
額
合
計
が

カ
ッ
コ
内
の
基
準
金
額
以
下
で
あ
る

(単
身
の
場
合
、
第
2
段
階
B
階
層

は
1
5
0万円
、
同
C
階
層
は
8
0万
円
、

い
ず
れ
も
I
人
増
え
る
ご
と
に
5
0万

円
を
加
算
)
/
世
帯
の
預
貯
金
額
合

計
が
世
帯
の
年
間
収
入
基
準
額
の
2

分
の
I
以
下
で
あ
る
軽
減
後
の
保

険
料
―
▽
第
1
段
階
B
階
層
・
:
第
1

段
階
保
険
料
の
半
額
(
月
額
8
0
0
円
)

▽
第
2
段
階
B
階
層
…
第
2
段
階
保

険
料
の
3
分
の
2
(
月
額
千
6
0
8
円
)

▽
同
C
階
層
・
:
同
3
分
の
I
(
月
額

8
0
0
円
)
申
請
期
間
=
5
月
9
日
～

8
月
3
1
日
※
9
月
以
降
は
申
請
月

か
ら
該
当
。
申
請
に
必
要
な
物
や
地

区
ご
と
の
受
付
期
間
な
ど
く
わ
し
く

は
、
4
月
上
～
中
旬
に
郵
送
し
た
介

護
保
険
料
通
知
に
同
封
の
「
介
護
保

険
の
お
し
ら
せ
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
資

格
賦
課
係啻

(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

6
5歳
以
上
の
方
へ
　
介
護
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・
納
付
書
で
納
め
る
方

対
象
は
年
金
天
引
き
で
き
な
い
方

で
す
。
※
年
金
天
引
き
の
方
で

も
、
調
整
額
が
あ
る
場
合
は
納
付
書

で
の
納
付
と
な
り
ま
す

・
介
護
保
険
料
の
納
期

納
期
は
毎
月
末
日
で
す
。
納
期
か

ら
2
年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な

り
、
将
来
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
便
利
な
口
座
振
替

希
望
す
る
方
は
、
金
融
機
関
、
郵

便
局
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は

滞
納
分
の
分
割
納
付
・
そ
の
他
の

相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

い
ず
れ
も

問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

「
世
帯
主
」
の
取
り
扱
い

世
帯
主
が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
で
、
世
帯
員
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
(
被

保
険
者
)
が
い
る
と
、
保
険
証
で
は

「
被
保
険
者
で
な
い
世
帯
主
」
(
以

下
、「
擬
制
世
帯
主
」
)
と
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
届
け
出
に
よ
り
被
保
険

者
を
国
民
健
康
保
険
制
度
上
の
世
帯

主
(
以
下
、「
国
保
主
」
)
に
変
更
で

き
ま
す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
世
帯
の
方
・
:現
在
、
擬
制

世
帯
で
あ
り
、
国
保
主
へ
の
変
更
を

希
望
し
て
い
る
/
擬
制
世
帯
主
の
同

意
が
得
ら
れ
る
/
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
/
国
保
主
に
変
更
し
た
後
も

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が
確
実
で

あ
り
、
各
種
届
け
出
を
確
実
に
行
え

る
こ
と
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
運
営

上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
/

⑨
・
⑧
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

を
国
保
主
と
す
る
届
け
出
で
な
い

※
住
民
票
上
の
世
帯
主
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
U

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

区
立
小
・
中
学
校
の
学

校
選
択
制
度
の
日
程

対
象
=
1
8年
度
に
入
学
す
る
新
1
年

生

※
新
1
年
生
以
外
で
も
、
他
の

市
区
町
村
か
ら
の
転
入
ま
た
は
区
内

転
居
で
学
校
を
変
更
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
学
校
選
択
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す

日
程
n
表
I

問
先
=
就
学

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

表1 学校選択制度日程一覧

区
有
地
を
売
却
し
ま
す

区
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で
、区

が
定
め
た
価
格
以
上
の
、
最
も
高
い

価
格
で
入
札
し
た
方
に
売
却
し
ま

す
。
入
札
日
n
6
月
7
日
収

場

所
=
区
役
所

対
象
物
件
H
表
2

※
住
宅
の
用
途
指
定
あ
り

申
込
期

間
u
5
月
3
0日
～
6
月
3
日

※
案

内
書
は
4
月
2
5日
か
ら
財
産
活
用
課

で
配
付

申
・
問
先
=
財
産
活
用
課

財
産
活
用啻

(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

表2 区有地入札物件( 土地)

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
大
規
模
物
品
販

売
店
舗
、
病
院
な
ど
の
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
(
特
殊
建
築
物

等
)
は
、
火
災
や
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、
大
き
な
災
害
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

建
築
基
準
法
で
は
、
建
築
物
の
敷

地
、
構
造
お
よ
び
設
備
の
維
持
管
理

状
況
に
つ
い
て
、
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
が
∵

二
級
建
築
士
ま
た
は
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者

に
定
期
的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、
そ

の
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。
1
7
年
度
の
対
象
建
築
物
n

表
3

提
出
先
=
財
東
京
都
防

災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

〒
1
5
0
・
0
0
0
2
渋
谷
区
渋
谷
I
-
1
5
-
9

美
竹
ビ
ル

啻
(
5
4
6
6
)
2
0
0
1

問
先
=
市
街
地
指
導
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
4
3

表317 年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ 地階もしく はF ≧3 とは、地階もしく は3 階以上の階でその用途に供する部分の床面 積の
合計が100 ㎡を超えるもの

※ A は、その用途に供する部分の床面積の合計

※ 新築または改築( 一部の改築を 除く) に係る特殊建築物などの報告時期は、検査済証の交
付を 受けた直後の時期は除く

違
法
建
築
は
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
や
欠
陥
住
宅
の
原
因
に

建
物
を
新
築
・
増
築
す
る
に
は
事

前
の
申
請
や
中
間
・
完
了
検
査
が
必

要
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
事
で
も
法
律

を
守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
違
法
建

築
は
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
欠
陥
建
築
の

原
因
に
も
な
り
、
建
主
の
責
任
は
重

大
で
す
。
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
た

め
に
、
違
法
建
築
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
問
先
U
建
築
調
整
課
建
築
監

察

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
5
3

赤
十
字
の
事
業
資
金
に
ご
協
力
を

毎
年
5
月
1

日
か
ら
3
1日
ま
で

は
、
全
国
的
な
赤
十
字
社
資
(
事
業

資
金
)
募
集
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

善
意
は
、
昨
年
も
2
千
4
0
0万円
余
り

が
国
際
救
援
、
災
害
救
護
、
献
血
な

ど
の
事
業
推
進
の
た
め
の
貴
重
な
資

金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

区
民
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

5月の国民年金の相談

国民年金保険料の納付などの相談を受け付
けています。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3時30分
※ 足立社会保険事務所の年金担当者も参加

お休みします
・図書館臨時休館のお知らせ
特別整理期間や防災点検などの
ため、一部の図書館が臨時休館と
なります(表4) 。開館中の図書館
を利用してください。 問先= 中
央図書館H5813- 3740
表45 月の図書館臨時休館日一覧
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防
災
協
力
井
戸
の
募
集

大
地
震
な
ど
災
害
時
の
生
活
用
水

確
保
の
た
め
、
区
内
1
9
9
ヵ
所
の
井
戸

が
、
防
災
協
力
井
戸
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
録
し
た
井
戸
は
、

年
I
回
、衛
生
試
験
所
で
水
質
検
査

を
行
い
ま
す
。
井
戸
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
防
災
協
力
井
戸
と
し
て
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
登
録
さ
れ
た
井
戸
に
つ
い

て
は
、
4
月
下
旬
か
ら
5
月
下
旬
の

指
定
日
に
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

問
先
―
災
害
対
策
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

春
は
意
外
に
紫
外
線
が
強
い
季
節

で
す
。よ
く
晴
れ
た
風
の
弱
い
日
は
、

紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
た
と

き
は
、
主
な
公
共
施
設
な
ど
に
「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
発
令
中
」
と

掲
示
さ
れ
ま
す
。ま
た
、防
災
無
線
に

よ
る
放
送
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
外
出
や
屋

外
で
の
運
動
は
で
き
る
だ
け
控
え
、

健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
と

共
に
、
最
寄
り
の
保
健
総
合
セ
ン
タ

1
(
3
面
表
5
)
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
H
環
境
保
全
課
調
査

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

都
市
計
画
変
更
の
告
示

泰
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変

更▽
伊
興
町
前
沼
地
区
・
:
伊
興
本
町

∇
二
丁
目
お
よ
び
西
竹
ノ
塚
二
丁

目
各
地
内
▽
上
沼
田
南
地
区
・
:
江

北
三
～
五
丁
目
各
地
内
▽
佐
野
六

木
地
区
…
佐
野
一
丁
目
お
よ
び
六
本

二
丁
目
各
地
内
▽
足
立
東
部
地
域

神
明
南
地
区
・
:
加
平
二
・
三
丁
目
、

北
加
平
町
、
佐
野
二
丁
目
、
神
明
南

∇
二
丁
目
、
辰
沼
二
丁
目
、
六
木

∇
二
丁
目
お
よ
び
谷
中
四
丁
目
各

地
内
▽
六
町
地
区
…
西
加
平
一
・

二
丁
目
、
東
保
木
間
一
丁
目
、
一
ッ

家
二
丁
目
、
南
花
畑
∇
二
丁
目
、

保
塚
町
、
六
町
一
～
四
丁
目
各
地
内

告
示
日
=
4

月
1
日

縦
覧
場
所
・

問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

都
営
住
宅
(
家
族
・
単

身
者
)
入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
布
期
間
=
5
月
9
日
～

1
8日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)
配

布
場
所
=
住
宅
管
理
係
、
各
区
民
事

務
所
(
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布

終
了
)

※
く
わ
し
く
は
、
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
1
7年
度
公

営
住
宅
募
集
予
定
=
表
5

問
先
H

住
宅
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

表517 年度公営住宅募集予定
レ 都 営住宅

レ都営( 地元割当) ・区営住宅

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
と
は
、

環
境
省
が
支
援
し
て
い
る
「
環
境
活

動
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
身
近
な
環
境
に

目
を
向
け
、
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
対
象
U
環
境
活
動
を
行
っ

て
い
る
、
大
人
I
人
以
上
を
含
む
、

小
・
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ

※
活
動

例
…
川
の
水
質
調
査
、
家
庭
で
で
き

る
温
暖
化
対
策
、
区
内
の
野
鳥
観
察

な
ど

内
容
=
参
加
登
録
後
、
会
員

手
帳
、
バ
ッ
ジ
、
季
刊
ニ
ュ
ー
ス
を

配
付
。
ま
た
、
活
動
へ
の
助
言
や
様

々
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
期
間

=
登
録
日
～
1
8
年
3
月
申
込
=
電

話

※
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
く
わ
し
く
は
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
(
刪
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
e
n
v
g
o
j
p
/
k
i
d
s
/
)

を

ご
覧

く
だ

さ

い

申
・
問

先
=

環

境
推
進

課
事

業
推

進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

催
し
物
ガ
イ
ド

'定 員に 先着順'
と あるものは
4 月26 日

から受け付け

「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」
受
講
生
募
集

日
程
1
5

月
1
9日
開
講
式
、
以
後
1
2

月
ま
で
に
全
1
2回
(
原
則
平
日
を
予

定
)

※
実
習
は
、
区
内
農
家
の
畑

を
予
定

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
・
:区
内
在
住
/
2
0歳
以
上
/

農
業
・
農
作
業
に
関
心
が
あ
る

内
容
U
忙
し
い
時
期
の
農
作
業
や
農

業
関
連
事
業
へ
の
支
援
の
た
め
の
、

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座

定
員
=
1
5
人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=

実
費
負
担
(
衣
服
・
交
通
費
)

※

現
地
で
集
合
、
解
散

申
込
=
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

生
年
月
日
、
農
作
業
経
験
の
有
無
、

自
宅
お
よ
び
平
日
に
連
絡
可
能
な
電

話
番
号
を
明
記

期
限
=
5
月
9
日

必
着

※
結
果
は
申
込
者
全
員
に
通

知

申
・
問
先
=
農
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

「
し
よ
う
ぶ
ま
つ
り
&
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
2
0
0
5

」

ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体
募
集

日
時
=
6
月
4
日
田
・
5
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
=
東
綾

瀬
公
園
(
通
称
(
卜
公
園
)

対
象
=

特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、
歌
や
楽

器
演
奏
を
す
る
区
内
の
団
体

※
住

宅
地
の
た
め
、
騒
音
な
ど
近
所
迷
惑

に
な
ら
な
い
も
の

定
員
H
各
日
5

組
程
度
(
抽
選
)

※
I
団
体
3
0分

以
内

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
参
加

団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
(
連
絡
先
)
、
参
加
者
数
、

演
奏
楽
器
、
ジ
ャ
ン
ル
、
曲
名
(
予

定
)
を
明
記

※
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入

期
限
=
5
月
1
0日
必
着

申
・

問
先
=
区
観
光
交
流
協
会
(
観
光
交

流
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

第
2
回
「
芭
蕉
ウ
ォ
ー

ク
」
参
加
者
募
集

日
程
=
5
月
1
4
日
出
(
雨
天
決
行
)

集
合
場
所
等
u
大
橋
公
園
(
千
住
橋

戸
町
千
住
大
橋
々
台
敷
)
※
受
け

付
け
は
、
午
前
1
0
時
～
1
1
一
時
。
先
着

3
0
0
人
に
コ
ー
ス
案
内
配
付

内
容
1

千
住
地
域
内
の
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地

(史
跡
)
め
ぐ
り

※
約
2
㎞
、
2

時
間
の
コ
ー
ス

申
込
=
当
日
直
接

集
合
場
所
へ

※
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴

問
先
=
文
化
財
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

三
世
代
交
流
柏
も
ち
作
り

日
時
=
5
月
1
4日
出
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=
西
部
児
童
老
人
館

啻
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

児
童
館
合
同
お
楽
し
み
会

日
時
=
5
月
7
日
出
、
午
前
H
時
～

午
後
1
時

場
所
=
中
川
小
学
校

対
象
n
幼
児
(
保
護
者
同
伴
)
・
小

学
生

内
容
n
神
明
・
大
谷
田
・
佐

野
児
童
館
の
共
催
に
よ
る
模
擬
店
・

大
道
芸
(
「
ピ
エ
ロ
の
ピ
リ
さ
ん
が

や
っ
て
く
る
」「
バ
ル
ー
ン
遊
び
」

「
南
京
玉
す
だ
れ
」
「
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
」
)
ほ
か

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
n
神
明
住
区
セ

ン
タ
ー

啻
(
5
6
8
2
)
5
0
8
9

夕焼け放送の
時間変更

夕焼け放送は、5 月1 日から8 月31日ま
で、午後6 時になります。 問先= 青少年セ

ンターH5242 ―8163

審議会等の公開( 5 月分)

会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い
合わせください。

パブ リ ッ クコ メン ト( 5 月 分)

区民の方から意見を募集します。くわしくはお問い
合わせください。

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て

あ
な
た
の
自
転
車
や
車
を

犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に

1
6年
度
に
お
け
る
区
内
の
犯
罪
発

生
件
数
の
う
ち
、乗
物
盗
(
自
転
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
盗
む
犯
罪
)
と

車
上
ね
ら
い
(
自
動
車
の
積
荷
や
車

内
の
金
品
を
盗
む
犯
罪
)
が
約
4
割

を
占
め
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
乗
物
盗
は
、
持
ち
主
の
被

害
だ
け
で
は
な
く
、
盗
ま
れ
た
オ
ー

ト
バ
イ
が
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪

に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
二
次
的
犯
罪

を
生
み
出
す
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
警
察
も
張
り
込
み
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

・
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
対

策
短
時
間
の
買
物
で
も
、
路
上
に
駐

輪
せ
ず
、
明
る
く
、
監
視
の
行
き
届

い
た
駐
輪
場
や
見
や
す
い
場
所
に
止

め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鍵
は
2
ヵ
所
(
前
輪
と
後

輪
)
に
付
け
る
と
効
果
的
で
す
。
オ

ー
ト
バ
イ
は
(
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
忘

れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
盗
難
や
車
上
ね
ら
い
の
対

策
短
時
間
で
も
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
窓
を
閉
め
、
必
ず
鍵
を
抜
き
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
し
、
車
内
に
現

金
・
貴
重
品
を
置
い
た
ま
ま
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
駐
車
場
に
は
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
フ
イ
ト
を
設
置
し
た
り
、
防

犯
を
啓
発
す
る
看
板
・
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
り
出
す
な
ど
、
犯
罪
の
発
生
し

に
く
い
環
境
作
り
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

危
機
管
理
黨

掲

示

板

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
養
成
講
習
　

(
土
・
日
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

期
間
=
5
月
2
1
日
～
7
月
3
0
日
場

所
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新

生
苑
(
花
畑
4
-
3
9
-
1
0
)定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
6
万
9

千
8
0
0
円

※
申
し
込
み
方
法
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
社
会
福
祉
法
人
聖
風
会

啻
(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

・
足
立
清
掃
工
場
個
人
見
学
会

日
時
=
5
月
2
1
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
内
容
=
ビ
デ
オ
説
明
/

施
設
見
学
定
員
H
5
0
大
(
先
着

順
)
申
込
=
電
話
期
限
u
5
月

1
9日

申
・
問
先
=
東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
総
務
課

啻
(
5
3
6
1
)
3
6
1
6

・
パ
ー
ト
看
護
師
募
集

勤
務
内
容
=
都
立
重
症
心
身
障
害
者

通
所
施
設
に
お
け
る
看
護
業
務

勤

務
条
件
=
▽
毎
週
月
曜
日
…
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
1
5
分
(
休
憩
あ
り
)

▽
毎

週

火
曜

日
…
午
前
1
0
時
～

午

後
1

時
(

休

憩

な
し
)

報

酬
=

週
8

時
間

で
1

万
3

千
1
0
0円
(

税

・
交

通

費

込

み
)

※

申

し

込

み

方

法

な

ど

、
く

わ
し

く
は

お
問

い
合

わ
せ
く

だ

さ

い

申

・
問

先
=

北
療

育
医
療

セ

ン

タ
ー
城

北
分

園

啻
(
3
8
8
3
)
5
1
3
1

・

防
災

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

東
京

消
防

庁
で

は

、
尊

い
生
命
と

貴

重
な

財
産

を
災

害
か

ら
守

る
こ
と

を

目
的

に

、
毎

月

テ

ー
マ
を

決
め

、

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
を
行

っ
て

い
ま
す

。
4

月

の

テ

ー
マ
=

わ

が
ま
ち

を
わ

が

手

で
守

る
消

防
団
/

子

ど
も

の
火

遊

び
を
な

く
そ
う
/

住
宅
用

防

災
機
器

な
ど
を

備
え

よ
う

ほ
か

※
く
わ
し

い
内

容

は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を

ご
覧
く

だ

さ

い

問

先
=

東
京

消
防

庁
広
報

係

啻
(
3
2
1
2
)
2
1
1
1

㈹

腿
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
t
f
d
m
e
t
r
o
t
o
k
y
o
j
p
/

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
6

月
5
日
㈲
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

加
藤

酋
(
3
8
8
3
)
3
2
3
2

会
員
募
集

書
フ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
(
ア
レ

ン
ジ
)

月
I
回
、
木
曜
ま
た
は
土

曜
日
/
午
後
1
時
3
0分
～
4
時
/
竹

の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
3
千
円

程
度
/
宮
川

啻
(
3
8
8
5
)
5
1
2
7
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区
内
で
文
化
に
親
し
も
う
!

展

示

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通

記
念
プ
レ
企
画
展
「
沿
線
の
あ

ゆ
み
と
足
立
の
交
通
　
～
綾

瀬
川
西
岸
の
歴
史
と
文
化
～
」

日
時
1
4
月
2
4
日
～
6
月
1
9
日
(
月

曜
日
休
館
)

内
容
=
8
月
の
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
開
通
を
記
念

し
て
、
新
し

く
で
き
る
六

町
駅
と
青
井

駅
周
辺
の
歴

史
と
文
化
を

紹
介

費
用

―
▽
高
校
生
以
上
・
:
2
0
0
円

▽
団
体

(
2
0人
以
上
)
・
:
1
0
0
円

※
5
月
5

日
と
毎
月
第
2
・
第
3
土
曜
日
は
無

料
公
開
日

申
込
H
当
日
直
接
会
場

へ・
企
画
展
関
連
講
座
「
沿
線
の
歴
史

と
文
化
」

日
時
等
=
▽
5
月
2
1
日
倒
・
:
「
青
井

の
獅
子
頭
～
厄
除
け
の
獅
子
～
」

▽
5
月
2
8
日
田
…
「
綾
瀬
川
と
沿
岸

の
あ
ゆ
み
」
※
い
ず
れ
も
時
間
は

午
後
2
時
～
4
時
講
師
=
区
学
芸

員

定
員
よ
J
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
先
=
郷
土
博
物
館

い
ず
れ
も

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

,古 民家 清水家住
宅( 六町四丁目)

文
化
祭

「
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
v
o
l
9」

参
加
者
(
団
体
)
募
集

対
象
=
月
I
回
程
度
(
5
～
H
月
の

毎
月
第
4
火
曜
日
を
予
定
)
の
実
行

委
員
会
に
参
加
で
き
る
方
ま
た
は
団

体

内
容
-
1
2月
H
日
開
催
の
フ
リ

ー
ス
テ
ー
ジ
「
参
加
者
が
訃
る
人
、

齢
る
人
、
支
え
る
人
」
と
し
て
創
り

上
げ
る
構
成
舞
台
)
の
参
加
者
募
集

※
一
部
、
使
用
で
き
な
い
楽
器
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
説
明
会
で
説
明
し

ま
す

参
加
者
説
明
会
=

▽
日
時
・
:
5

月
1
0日
収
、
午
後
7
時

▽
場
所

・
:
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

申

込
H
電
話
連
絡
の
上
、
説
明
会
に
参

加

申
・
問
先
=
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

実
行
委
員
会
事
務
局
(
文
化
支
援
係

内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

伝
統
芸
能

郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
5

月
5

日
㈲

、
午
前
‥
1
1
一
時
・

正
午
の
2
回
演
奏

内
容
U

郷
土
芸

能
保
存
会
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
伝

統
芸
能
の
お
囃
子
の
演
奏

出
演
団

体
=

押
部
文
化
保
存
会
は
や
し
連
/

五
反
野
祭
囃
子
保
存
会
/

高
砂
祭
囃

子
保
存
会

申
込
=

当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

音

楽

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱

団
第
3
6回
定
期
演
奏
会

日
時
=
5
月
1
4日
田
、
午
後
6
時
3
0

分
開
演

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
―

「
緑
の
キ
ッ
プ
」
/

「
ぼ
く
の
心
に

海
が
あ
る
」
ほ
か

申
込
H
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

写

真

第
1
回
「
あ
だ
ち
の
今
を
記

録
す
る
」
写
真
展
資
料
募
集

応
募
写
真
は
館
内
ホ
ー
ル
に
展
示

し
ま
す
。
展
示
期
間
H
6
月
2
1
日
～

8
月
2
0日

内
容
U
街
角
、
人

々
、
行
事
の
様
子
な
ど
日
常
の
「
あ

だ
ち
の
今
」
を
写
し
、
将
来
の
変
化

を
楽
し
め
る
も
の

※
複
数
枚
、
近

年
の
も
の
も
可
。
応
募
写
真
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
著
作
権
は
郷
土
博
物
館

に
帰
属
し
ま
す

規
格
U
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
(
L
版
)
紙
焼
き

申
込
U

住
所
、
氏
名
、年
齢
、
電
話
番
号
、

撮
影
日
、
場
所
、
被
写
体
に
つ
い
て

の
コ
メ
ン
ト
2
0
0
字
以
内
を
明
記
し
た

も
の
を
同
封
し
、
郵
送

※
展
示
の

際
、
年
齢
、
電
話
番
号
な
ど
一
部
の

個
人
情
報
は
非
公
開

期
限
=
6
月
1

日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

〒
1
2
0
・
0
0
0
1
大

谷
田
5
-
2
0
-
I

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

映

画

子
ど
も
の
日
映
画
会

日
時
=
5
月
5
日
㈲
、
午
後
2
時

内
容
=
落
語
に
あ
わ
せ
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
「
転
失
気
」
(
2
1分
)

…
具
合
が
悪
く
な
っ
た
和
尚
さ
ん
、

お
医
者
に
「
て
ん
し
き
は
あ
り
ま
す

か
」
と
聞
か
れ
た
け
れ
ど
?
/
　

「
カ
ボ
チ
ャ
屋
」
(
2
1分
)
・
:
少
々

お
め
で
た
い
与
太
郎
が
八
百
屋
の
お

じ
さ
ん
か
ら
商
売
の
仕
方
を
教
わ
る

が
…

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

郷
土
博
物
館
第
2
土
曜
日

(
無
料
公
開
日
)
の
映
画
会

日
時
=
5
月
1
4
日
倒
、
午
前
1
1
1
1
時

内
容
=
「
農
の
祈
り
」
(
3
0
分
)
…

豊
作
を
祈
る
東
北
地
方
の
農
耕
儀
礼

/
「
都
市
は
じ
め
て
物
語
～
モ
ダ

ン
昭
和
の
東
京
～
」
(
3
3分
)
…
昭

和
初
期
の
建
物
を
探
し
当
時
の
風
俗

や
暮
ら
し
を
描
く

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物

館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

募集します
東京23区の区立幼稚園妊娠出産休暇・育児
休業補助教員採用候補者
対象= 幼稚園教諭普通免許を現に有し、国公私立幼稚園の正
規任用教員として1 年以上の経験があり、昭和20年4 月2 日
以降に出生した方 申込=6 月1 日・2 日に所定の書類( 募
集案内参照) を本人が東京区政会館本館( 千代田区九段北1- I - 4)

に持参 ※ 更新者で、過去5 年間に勤務実績があ
る場合は郵送可( 5 月25日消印有効)。くわしくはお問い合わ
せください 募集案内の配布場所・問先= 特別区人事・厚生

事務組合教育委員会H5210- 9751
区・教職員係S3880- 5465

中央本町区民事務所事務補佐員( 非常勤職員)

対象=区内またはその近郊に住所を有する25歳から60歳の方
職務内容=各種申請受け付け/端末入出力ほか勤務条件=
1日6時間で週5日勤務(勤務時間は午前8時30分～午後5
時15分の間で区が指定した時間。勤務日は月曜～金曜日)雇
用期間=7月1日～18年3月31日(勤務成績良好な場合は更
新あり) 報酬=18 万1, 000円( 交通費別途支給) 募集人員=3
人 選考=[ 〉1 次… 履歴書( 写真嶷4) および作文「区民

事務所窓口での接客について」( 800字程度) E 〉2 次… 1 次選
考通過者のみ5 月27日に面接( 該当者には後日連絡) 申込=
履歴書と作文を持参( 土・日・祝日を除く) または郵送 期
限=5 月13日必着 申・問先= 区民課調整係 〒120- 8510 中
央本町1 ―17―103880 ―5855

江北保健総合センター臨時職員
対象= 保健師または看護師免許を有する方 勤務内容= 各種
健診業務 勤務条件= 月平均17日、1 日6 時間勤務 雇用期
間=18 年1 月31日まで ※ 採用は随時 報酬= 日額9, 650円
( 交通費込み) 募集人数=1 人 選考= 書類・面接 申込=
履歴書( 写真貼付) 、資格免許の写しを郵送 ※ 応募書類は返
却しません 期限=5 月10日必着 申・問先= 江北保健総合
センター地域保健係 〒123- 0845 西新井本町2- 3 ←40

03896 ―4004

あだちシティビジョンの番組制作ボラン
ティア
対象= ビデオの撮影・編集技術のある方 勤務内容= あだち

シティビジョン運営事務局の依頼による、区内の小・中学校
や保育園などのPR 番組、区施設紹介の番組、区民や区民団
体活動などの番組制作ほか 申込= 電話 ※ くわしくはお問
い合わせください 申一問先= 産業振興課産業情報

03880- 5464

学校図書館ボランティア
勤務内容= 区内小・中学校の図書館で本の整理・補修・読み
聞かせほか 申込= 電話 ※ 随時受け付け ます。年齢、経
験、資格不問。6 月ごろから活動開始予定。くわしくはお問
い合わせください 申・問先= 中央図書館H5813- 3745

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 魯3880- 5815

安 全 は　 あ な たの自 覚　 周り の 目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～
地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンを通し
て、安全で安心なまちをつくります 《危機管理課》

子どもたちを守れ!
西新井シルバーポリス　学校パトロール隊

4 月8 日、西新井警察署において、西新井シ
ルバーポリス学校パトロール隊の発足式が行わ
れました。隊員は警察OB の方で、総勢21人。
隊長は、「子どもたちを犯罪から守りたい」と力
強 く 語 っ て く れ ま し
た。
今後は、そろいのベ

スト と帽子、腕章など
を身に付けて西新井署
管内 の各学校などをパ
トロールします。元警察
官 という経 験を生 かし

て、子どもたちの安全に
一役買うことでしょう。

'下
校
時
に
も
目
を
配
り
ま
す

今年も桜は満開 区の木にもなっている桜が、今年
も各所で花を咲かせました。
通り沿いに立ち並ぶ姿、水面に映る
姿など、数多くある「桜の名所」ご
とに様々な表情を見せてくれまし

た。

'舎
人
緑
道
公
園

,新田街路樹( 隅田川沿い)

葛
西
用
水
親
水
水
路

都
市
農
業
公
園

古紙配合率100% 再生紙を使用しています HB291, 040


